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報道関係各位 

“愛犬家”の森友哉選手が新たに社会貢献活動を開始 

今季より動物保護団体を支援 チャリティーT シャツも販売 
バッテリーを組む髙橋光成投手も災害救助犬を支援中 

昨季は 54万円を寄付 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉西武ライオンズの選手たちは、自身の経験などをもとに社会貢献活動に取り組み、成績に応じた

金額の寄付などを以前から行っておりますが、このたび森友哉選手が、飼育放棄などが原因で捨てられ

た犬などの保護活動を行う団体への支援を 2022シーズンより開始いたします。 

昨今、新型コロナウイルスの影響により自宅にいる時間が長くなったことなどで、犬や猫を飼う人が

増加していますが、一方で飼育を放棄されるペットも後を絶たないといいます。森選手は幼少の頃より

実家で犬を飼っていた愛犬家で、飼育放棄の現状を知り、今回の支援を決めました。 

本日より、森選手がデザインの制作に関わったチャリティーTシャツの受注販売や、直筆サイン入り

T シャツのチャリティーオークションを開始いたします。T シャツには森選手と犬が見つめ合うシルエ

ットのイラストと、プロジェクトのスローガンである『One TeaM Project』ロゴがデザインされていま

す。『One TeaM』の「One」は“ひとつになる”と“ワン(犬)”のふたつの意味を持ち、「TeaM」は、

T と M の森選手のイニシャルをオリジナルロゴであしらいました。森選手とファンの皆さんがひとつ

のチームとなって、動物保護を推進するプロジェクトになるよう願いを込めています。経費をのぞいた

売上は、全額動物保護団体へ寄付いたします。 

また、髙橋光成投手も 2021 シーズンから地震や豪雨災害などの現場で行方不明者の捜索などを行う

災害救助犬を支援する活動をスタートしており、このほど、「NPO法人日本捜索救助犬協会」へ昨シー

ズンの成績に応じ 54万円を寄付いたしました。本活動は 2022シーズンも継続する予定で、髙橋投手と

森投手のバッテリーで犬の支援活動を実施いたします。 

詳細は次項のとおりです。 

 

【森 友哉選手コメント】 

小さいころから犬が大好きで、実家で犬を飼っていたことから、犬や動物に関する支援活動をしたいとずっと

考えていました。そうしたなか、コロナ禍で癒しを求めてペットを飼う人が増えている一方で、飼えなくなって飼育

放棄する人が増えているということをニュースで目にして、今回の支援をすぐに決めました。1匹でも多くの犬や

動物たちが幸せに過ごせるよう、ファンの皆さんも『One TeaM Project』に参加していただけるとうれしいです！

今回販売する Tシャツは僕も着用しようと思っています！ 

 

自宅の愛犬と写真を撮る髙橋光成投手 自身がプロデュースした Tシャツを紹介する森友哉選手 



 

【髙橋 光成選手コメント】 

去年の 7月に熱海市で起こった土砂災害時に災害救助犬が出動したと聞き、協会の方から現地の過酷さや

状況を伺い、救助犬が行方不明者の捜索をした様子なども話していただきました。新型コロナウイルスが落ち着

いたら、実際の訓練の様子を見学したり、災害救助犬と触れ合って直接応援したいと思っています。また 2022

シーズンも昨シーズン以上の成績を残し、一人でも多くの方に災害救助犬の存在を知ってもらい、防災への意

識向上や支援の輪が広がっていくことを願っています。 

 

【チャリティーグッズの販売概要】 

受注期間 
2022 年 1月 28日(金)18:00～2月 13 日(日)23:59 まで 

※本商品は受注販売です。 

販売場所 ライオンズストア オンライン (https://store.seibulions.jp/) 

商品名 

森友哉選手プロデュース 

保護犬チャリティーT シャツ 半袖 

森友哉選手プロデュース 

保護犬チャリティーT シャツ 長袖 

価格(税込) 3,300 円 4,950 円 

カラー ホワイト／ブラック 

サイズ S／M／L／O 

お届け時期 3 月下旬以降順次発送予定 

備考 経費をのぞいた収益の全額を動物保護団体に寄付いたします。 

 

【チャリティーオークションの実施概要】 

    上記のチャリティーTシャツに、森選手直筆のサインを入れてチャリティーオークションに出品いたします。 

実施期間 
2022 年 1月 28日(金)18:00 頃～2月 3日(木)22:00～23:00 頃 

※自動延長機能により変動する可能性がございます。 

出品場所 ヤフオク！オークションサイト内 (https://auctions.yahoo.co.jp/seller/rixhm19835) 

商品名 
森友哉選手プロデュース 

保護犬チャリティーT シャツ 半袖 

森友哉選手プロデュース 

保護犬チャリティーT シャツ 長袖 

カラー ホワイト／ブラック 

サイズ XO のみ 

お届け時期 3 月下旬以降順次発送予定 

備考 経費をのぞいた収益の全額を動物保護団体に寄付いたします。 
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  【2021シーズンの選手の社会貢献活動の実績について】 

選手 内容 

髙橋光成投手 
地震や豪雨災害などの現場で活躍する災害救助犬を支援(2021 年～) 

 2021 シーズン公式戦で登板した 27 試合×2 万円を積み立て、「NPO法人日本捜索救助犬協会」へ 54 万円を寄付。 

増田達至投手 

NICU(新生児集中治療管理室)病棟を支援(2018 年～) 

 2021 シーズン公式戦で登板した 33 試合×2 万円を積み立て、半分の 33 万円分の新生児用のカートなどを「埼玉県立小

児医療センター」へ寄贈、残りの半分の 33 万円を増田投手の子どもが治療を受けた「大阪母子医療センター」に寄付。 

「ドナルド・マクドナルド・ハウス」を支援(2019 年～) ※ 

 2021 シーズン公式戦で登板した 33 試合×1 万円を積み立て、家から遠く離れた病院に入院しているこどもの治療に付き添

うご家族のための滞在施設「ドナルド・マクドナルド・ハウスさいたま」へ、33 万円を寄付。 

平井克典投手 

環境的・経済的困難を抱えるこどもたちへの野球用具支援(2020 年～) 

 家庭環境や経済的な問題を抱えるこどもたちへの野球振興活動を行う「一般社団法人日本未来スポーツ振興協会」へ、

2021 シーズン公式戦登板分の 29 個のグローブ(平井投手オリジナルグローブ袋付き)を寄贈。 

内海哲也投手 

児童養護施設のこどもたちへランドセルを寄贈(2009 年～) 

 2021 シーズンの公式戦およびファームにおいて投球したイニング分のランドセル 67 個を、埼玉県内外の児童養護施設で生活

する 2022 年度の新 1 年生に寄贈(3 月末までに各施設へお届け予定)。 

佐野泰雄投手 

「ドナルド・マクドナルド・ハウス」を支援(2021～) ※ 

家から遠く離れた病院に入院しているこどもの治療に付き添うご家族のための滞在施設「ドナルド・マクドナルド・ハウスさいたま」

へ寄付(内容と金額は非公表)。 

武隈祥太投手 

難病のこどもとそのご家族を支援(2019 年～) 

 2021 シーズン公式戦で登板した 46 試合×1 万円と 9 ホールド×1 万円、さらに登板した試合でチームが勝利した 10 試合

×2 万円を積み立て、「公益社団法人 難病の子どもとその家族へ夢を」へ 75 万円を寄付。 

平良海馬投手 

「子ども第三の居場所」事業への支援(2021 年～) ※ 

 2021 シーズン公式戦で登板した 62 試合×1 万円を積み立て、こどもに放課後の居場所を提供する「子ども第三の居場所」

事業を行う日本財団に、62 万円を寄付。 

森友哉選手 

持続可能な社会実現のための環境支援(2020 年～) 

 2021 シーズン公式戦で記録した 41打点×1万円を積み立て、半分の 20万 5千円を埼玉県の『彩の国みどりの基金』へ、

残りの半分の 20 万 5 千円を森選手の出身地の大阪府堺市の『堺市はなみどり基金』に寄付。 

山川穂高選手 

持続可能な社会実現のための環境支援(2020 年～) 

 2021 シーズン公式戦で記録した 66 打点×1 万円を積み立て、半分の 33 万円を埼玉県の「彩の国みどりの基金」へ、残り

の半分の 33 万円を山川選手の出身地の「公益社団法人沖縄県緑化推進委員会」に寄付。 

外崎修汰選手 

地元弘前市の保育施設へ T ボールセットを寄贈(2021 年～) 

 2021 シーズン公式戦で記録した 9 盗塁×2 万円の半分を積み立て、競技人口が減っている野球の競技者拡大のため、外

崎選手の出身地である青森県弘前市野球協会へ 9 万円分の T ボールセットを寄贈。 

こども食堂をはじめとしたこどもたちの居場所づくりを支援(2019年～) 

 2021 シーズン公式戦で記録した 9 盗塁×2 万円の半分を積み立て、こども食堂をはじめとしたこどもたちの居場所づくり支援

活動を行う「所沢市こども未来基金」へ 9 万円を寄付。 

中村剛也選手 

「ドナルド・マクドナルド・ハウス」を支援(2010 年～)  ※ 

 2021シーズン公式戦で出場した123試合×1万円を積み立て、家から遠く離れた病院に入院しているこどもの治療に付き添

うご家族のための滞在施設「ドナルド・マクドナルド・ハウスさいたま」へ 123 万円寄付。 

栗山巧選手 

小児がんのこどもとそのご家族を支援(2014 年～) 

 小児がんのこどもとそのご家族の主催試合へ招待していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で実施が困難なため、全国

の 4 つの小児病棟に必要としている物品を 10 万円分ずつ寄贈(予定)。 

所沢市の知的障がい児や肢体不自由児をご招待(2006 年～) 

 「所沢市手をつなぐ親の会」へのドームの年間予約席を寄付する活動を行っていましたが、新型コロナウイルス感染症の影響の

より実施が困難なため、代わって 10 万円分の物品を寄贈(予定)。 

※増田投手、佐野投手、平良投手、中村選手は一般社団法人日本プロ野球選手会の協力のもとで活動しています。 

【お客さまのお問合せ先】 

埼玉西武ライオンズインフォメーションセンター 

TEL:0570-01-1950(平日 10 時～18 時)※土・日・祝は休日となります 

 

 


